
科目名 電気数学　（Mathematics for Electrical Engineering）

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数

前期 30 時間

担　当　教　員 【常勤】　准教授　成島　和男

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

電気磁気学や電気回路を理解するために必要な微分、積分および複素数の基礎を修得する。
具体的な到達目標は、以下の通り。
1）微分、積分の計算方法を修得する。
２）微分、積分の数学的、物理的意味を理解する。
３）複素数の計算方法を習得し、数学的、物理的意味を理解する。

第2学年 電気工学科 履修 1 単位 必修 講義

到達目標
②

微分、積分の数学的意
味の理解に加えて、物理
的意味を理解し始める。

微分、積分の数学的、物
理的意味を理解できる。

微分、積分の数学的、物
理的意味を理解しはじめ
る。

微分、積分の数学的意
味を理解できない。

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

微分、積分の計算の応
用問題ができる。

教材の例題や授業で
行った問題について、微
分、積分の計算ができ
る。

教材の例題や授業で
行った問題について、か
ろうじて、微分、積分の
計算ができる。

微分、積分の計算ができ
ない。

到達目標
③

複素数の計算の応用問
題ができる。加えて、数
学的意味の理解に加え
て、物理的意味を理解し
始める。

教材の例題や授業で
行った問題について、複
素数の計算でき、数学的
意味を理解できる。

教材の例題や授業で
行った問題について、か
ろうじて、複素数の計算
ができる。

複素数の計算方法を習
得できない。

学習・教育到達目標 （E) JABEE基準１（２）

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

◎ ◎ ◎ 〇

総合評価割合 25 50 5 15 5

態度・志向性(人間力)
【　　】

汎用的技能
【　　】

○

総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

〇 〇 〇 ◎



関　連　科　目　、　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 解析IA、電気磁気学I、電気回路I

教科書 プリント

補助教材等

学　習　上　の　留　意　点

微分、積分は、電磁気学で、複素数は、電気回路で必ず用いる数学上の道具である。
少なくとも、計算方法は、修得すること。
計算ができないと、後期からの電気回路Ⅰ、電気磁気学Ⅰに重大な支障をきたすことになる。
電気回路Ⅰ、電気磁気学Ⅰは、全ての専門科目の基礎となるので、電気数学に十分な学力をつけないと、専門科目が総崩
れになる恐れが十分に考えられる。

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

学生諸氏が経験する初めての本格的な専門科目である。時間も半期に限られているため、授業進度も早く、難しく感じるかも
しれない。しかし、電磁気学や電気回路の履修するに当たっては、本科目の理解は必須である。このため、授業は、しっかり
聞き、授業後は必ず復習を行い、完全に授業内容を理解すること。
期末試験は、配点が50％である。微分積分に並び、重要な概念である複素数が出題されるので、しっかり勉強すること。
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授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

微分係数① 平均の変化率、及び、極限値と瞬間の変化率につ
いて理解でき、極限値や瞬間の変化率についての
計算ができる。

授業で配布したプリントを
復習することにより、講義
内容を理解しプリント中の
演習問題を解く。

小テスト これまでの学習項目についてのテストを行う。 テスト前に自学学習を行
う。

小テスト返却
不定積分

小テスト問題の解説を通じて間違った箇所を理解
できる。原始関数と不定積分とは、どのようなもの
であるか、理解できる。

小テストで間違った箇所を
再度見直し、問題を解きな
おす。

微分係数② 微分係数とその意味について理解でき、微分係数
の計算ができる。

同上

導関数① 導関数や微分の性質について理解でき、初歩的な
関数の微分が計算できる。

同上

試験返却・解答解説
定積分

試験問題の解説を通じて間違った箇所を理解でき
る。定積分の意味、定積分と不定積分の関係につ
いて理解できる。

同上

定積分の性質と求め方 定積分の一般的性質とその計算方法について理
解でき、定積分の計算ができる。

同上

不定積分の性質 不定積分の一般的性質とその計算方法について
理解でき、不定積分の計算ができる。

同上

中間試験

複素数③ ｊとベクトルの回転の関係が理解できる。共役複素
数について理解できる。

同上

導関数② 合成関数及び陰関数の微分とその計算方法につ
いて理解でき、これらの計算ができる。

同上

複素数① 複素数の概念が理解でき、直角座標表示における
ベクトルの和、差、積、商の計算ができる。

同上

複素数② 複素数の基礎事項、直角座標表示、極座標表示等
について理解でき、直角座標表示、極座標表示間
の変換ができる。さらに極座標表示におけるベクト
ルの和、差、積、商の計算ができる。

同上

総　授　業　時　間　数 30 時間

指数・対数関数の微分 指数・対数関数の微分とその計算について理解で
き、計算ができる。

同上

期末試験

まとめ 試験問題の解説を通じて間違った箇所を理解でき
る。

夏休みに間違った箇所、
理解があやふやな個所を
完全に理解できる。


